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１　介護福祉施設として、安全・安心・快適なサービスの提供に努める。
２　利用者の暮らしや人生に寄り添う専門職として、可能な限りお一人おひとりの価値観
　や希望など、個性を尊重するケアに努める。
３　生活機能の維持改善を追求する専門職として、利用者が有する力や可能性を大切に
　し、その意思決定・活動・参加の機会拡大に努める。
４　チームケアの一員として、法人内外を問わず様々な人とのつながりを大切にし、真に
　利用者に有益な統合ケアの構築と提供に努める。
５　地域福祉の拠点施設として、地域に貢献し信頼される施設となるよう、資質の向上と
　開かれた運営に努める。

（別表１）「1日平均入院者数の推移（人）」

（１）日々のケアを通して入所者の健康増進を図るとともに、病態把握や悪化の早期発
　　見、嘱託医や協力医療機関等との綿密な連携により、１日平均入院者数2.0人（年延
　　べ730日）以下を目指す。退所から新入所までの空床期間では５日以内を目指し、平均
　　利用率では97.5％以上を確保する。
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（別表２）「新入所までの平均空床期間の推移（日）」
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（別表３）「利用率の推移（％）」
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　日々の健康観察を通じて病態把握や重症化予防に努めるとともに、嘱託医や協力医療機
関との情報共有を継続し、早期受診・治療につなげた。また、協力医療機関とは毎月ＩＣＴを
活用した入所者情報共有を行ったほか、年３回の連携会議を開催し、連携強化に努めた。
　入院者数は延べ49名（前年度44名）で、15名が死亡または長期療養により退所となった。１
日平均入院者数は2.0名（延べ729日）となり、入院要因では肺炎（誤嚥性を含む）が18名と最
も多く、次いで骨折が４名であった。特に誤嚥性肺炎による入院は平均21日と長期化する傾
向がみられた。
　新入所の受け入れでは、入所判定会議を５回、書面審査を６回実施し、診療情報提供書の
柔軟な取り扱いなどにより、できる限り短期間での入所調整に努めた。しかし、退所者数が
47名（前年度29名）と多く、退所から次の入所までの空床期間は平均10.3日、平均利用率は
96.9％となった。

２　ケアの効果を追求する

（１）離床の機会や時間の拡大を図るとともに、入所者の希望も踏まえた余暇活動等のメ
　　ニューを充実させ、心身機能の活性化や楽しみのある生活を提供する。

（２）認知症の入所者の周辺症状（ＢＰＳＤ）改善に向け適正な症状評価を行うとともに
　　専門研修受講者を中心として定期的なチームケアの検討と日々の実践・効果検証を行
　　う。
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（５）排泄リズムの把握によるオムツ外し（トイレ排泄への移行）や、夜間帯の定期巡回
　　でのオムツ交換の負担軽減を念頭に、排泄センサーの実用可能性について検討する。
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１　安定した利用率を確保する

（４）施設内での感染制御の精度を高めるため、嘱託医や協力医療機関等の指導も得なが
　　ら対策マニュアルの見直し、看護師や指導職員による個人防御の確認を行う。

（３）看取り（終末）期の医療・介護への入所者・家族の意向を定期的に確認し、嘱託医
　　や協力医療機関等との共有を図り、ご本人の思いを実現するケアに努める。
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　入所者の希望を踏まえ、季節行事や余暇活動、軽体操や食のレクリエーションなどを計画
し、宅配寿司の提供やドライブ外出、お菓子作り、カラオケ大会、フレアス健康教室、お楽し
み茶話会など多様な活動を実施することで、楽しみのある生活づくりや心身機能の活性化、
交流機会の確保につなげた。
　認知症ケアでは、精神科嘱託医による定期診察や薬剤調整、施設内での事例検討会など
を通じ、周辺症状への対応力向上とチームケアの強化を図った。また、ＶＲ認知症体験研修
を実施し、認知症への理解促進とケアの質向上に努めた。
　終末期ケアについての入所者本人・家族の意思確認を全員に実施し、嘱託医や協力医療
機関と共有した。看取り介護においては、穏やかに最期を迎えられる環境づくりに努め、年
間24名（前年度11名）の方を看取った。
　感染症対策では、感染症マニュアルおよびインフルエンザ対応マニュアルの見直しを行うと
ともに、全職員対象の研修を通じて感染防御技術の定着を図った。年度内には職員や家族
の新型コロナウイルス感染症罹患に加え、11月24日から12月11日にかけて、入所者７名、職
員４名のインフルエンザ感染が発生したが、嘱託医や協力医療機関と連携しながら感染対
策を徹底し、感染拡大防止と早期収束に努めた。
　排泄支援では、排泄センサー等のＩＣＴ機器導入に向けた情報収集や検討を継続した。ま
た、ユニ・チャームによる学習会や排泄ケア研修会を複数回実施し、排泄用品の適切な使用
方法や個々の状態に応じた支援方法について理解を深めた。

３　職員一人一人の能力向上と専門性を高める

（１）口腔ケアの技術向上に向け、協力歯科医院による施設内研修や指導職員による手技
　　確認を行う。

（２）提供サービスへの理解や方針について職員の共通理解を深めるとともに、入所者家
　　族への接遇マナーやハラスメント対応など、対人サービスとしての質向上を図る。

　６月と12月に、口腔ケア技術の向上を目的とした協力歯科医師・歯科衛生士による実技指
導研修を実施し、職員延べ36名が参加した。毎月の利用者の口腔内状態評価を基に歯科
往診へつなげた結果、年間27名（延べ219回）の診療実績となり、職員全体の口腔衛生に対
する意識向上と個々の状態に応じた口腔ケアの実践につながった。
　また、利用者・家族対応や職員間の言葉遣い、接遇マナーについては、職員会議等を通じ
て継続的に確認・指導を行った。入所者家族への状態報告時や面会時など、直接関わる場
面においては、相手に配慮した丁寧でわかりやすい対応を心掛け、信頼関係の構築に努め
た。

４　家族・地域との連携を図る

（１）地域行事への参加やボランティア活動等の受け入れは、感染状況を見ながらも可能
　　な限り積極的に行い、施設への理解を深めていただけるよう開かれた運営に努める。

（２）入所者家族に対しては近況報告のお便りを継続するとともに、その際には喜ばしい
　　変化や出来事を意識的に盛り込んでお伝えするなど、信頼関係の向上に努める。

　５月および10月に開催した「けやきマルシェ」では、高校生ボランティアの協力を得ながら、
入所者と地域住民、多世代との交流機会を設けた。10月のマルシェには入所者家族も招待
し、入所者とともにステージイベントの鑑賞やマルシェ会場での飲食を楽しんでいただいた。
　また、御所野地区の夏祭りやふれあいセンターの新春餅つき大会に入所者が参加し、地
域とのふれあいや季節行事を楽しんでいただくことができた。７月から11月にかけては、リネ
ン交換や入浴補助等の活動にボランティア１名の協力を得ることができ、施設への理解促進
や地域とのつながり強化につながった。
　入所者家族に対しては、３か月ごとの近況報告を継続し、日々の生活の様子に加え、喜ば
しい変化や出来事を伝えた。状態変化時には速やかに電話連絡を行うなど、安心していただ
ける情報提供と信頼関係の構築に努めた。


